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す
で
に
遅
す
ぎ
る
の
か
も
し
れ
な
い

温
暖
化
に
よ
る
高
温
と
乾
燥
が
ア
マ

ゾ
ン
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
で
大
規

模
な
森
林
火
災
を
引
き
起
こ
し
て
い

る
。

「
北
極
圏
の
ツ
ン
ド
ラ
地
帯
の
気
温
上

昇
は
温
暖
化
を
加
速
す
る
。
永
久
凍
土

が
溶
け
、
と
じ
込
め
ら
れ
て
い
た
メ
タ

ン
が
大
気
中
に
出
る
か
ら
だ
。
メ
タ
ン

は
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
よ
り
も
大

き
な
温
室
効
果
を
も
つ
の
で
気
温
は
さ

ら
に
上
が
り
、
よ
り
多
く
の
メ
タ
ン
が

出
る
。
す
で
に
北
極
海
沿
岸
か
ら
ロ
シ

ア
の
永
久
凍
土
地
帯
の
南
限
ま
で
の
距

離
は
、
産
業
革
命
前
に
比
べ
て
約
5
分

の
1
縮
ん
だ
」（
日
本
経
済
新
聞
２
０

１
９
年
12
月
26
日
付
朝
刊
）

温
暖
化
を
阻
止
す
る
た
め
の
対
策
は

す
で
に
遅
す
ぎ
る
の
か
。

い
ま
か
ら
で
も
遅
く
は
な
い

「
温
暖
化
ガ
ス
を
減
ら
す
の
に
、
新
た

な
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
を
も
た
ら
す
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
は
必
要
な
い
。
そ
れ
よ
り

も
石
炭
と
石
油
、
ガ
ス
の
使
用
を
や
め

る
こ
と
だ
。
石
炭
火
力
は
太
陽
光
や
風

力
、
水
力
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
な
ど
に

２
０
１
９
年
11
月
26
日
に
開
催
さ
れ
た

「
庄
内
ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル
豊
穣
感

謝
祭
」
で
、
山
形
大
学
農
学
部
か
ら
実
証

実
験
の
報
告
が
あ
っ
た
。
浦
川
修
司
教
授

は
、
ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル
構
築
に
取

り
組
む
背
景
を
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
た

と
え
ば
、
国
産
小
麦
を
使
用
し
て
い
る
パ

ン
は
全
体
の
３
％
、
中
華
麺
は
全
体
の
５

％
に
と
ど
ま
る
。
現
代
の
食
生
活
で
需
要

が
あ
る
畑
作
穀
物
の
自
給
率
が
低
い
。
そ

の
理
由
は
海
外
に
比
べ
日
本
の
畑
作
穀
物

の
単
収
が
低
い
と
い
う
こ
と
が
根
底
に
あ

る
。
そ
こ
で
、
山
形
大
学
農
学
部
で
は
、

余
剰
水
田
や
耕
作
放
棄
地
を
活
用
し
、
永

久
畑
地
化
し
な
が
ら
多
収
高
品
質
の
畑
作

物
を
生
産
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
と

述
べ
た
。

以
下
、
畑
輪
作
体
系
と
小
麦
加
工
品
の

ラ
ー
メ
ン
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
豊
穣

感
謝
祭
で
の
報
告
に
後
日
の
取
材
内
容
を

含
め
て
報
告
す
る
。 庄

内
ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル

４
年
間
の
実
証
実
験
を
経
て

畑
輪
作
体
系
に
地
域
の
需
要
と
経
営
の
視
点
を
反
映

ラ
ー
メ
ン
な
ど
小
麦
加
工
品
の
取
り
組
み
が
本
格
化
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畑
輪
作
体
系
を 

庄
内
の
実
情
に
合
わ
せ
て
見
直
し

中
坪
あ
ゆ
み
助
教
は
、
地
域
の
生
産
者

の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
畑
輪
作
体

系
の
実
証
実
験
を
進
め
て
い
る
。
こ
の
日

は
４
年
間
の
研
究
を
踏
ま
え
、
新
た
な
畑

輪
作
体
系
の
提
案
を
示
し
た
。

当
初
、
緑
肥
を
含
む
５
作
物
５
年
輪
作

（
図
１
）
で
検
証
を
し
て
き
た
。
し
か
し
、

生
産
者
の
手
間
や
経
営
面
を
考
え
、
４
年

目
か
ら
は
緑
肥
を
除
き
根
菜
を
入
れ
た
５

作
物
４
年
輪
作
（
図
２
）
で
実
証
実
験
を

始
め
た
。
根
菜
の
赤
カ
ブ
、
ダ
イ
コ
ン
、

ニ
ン
ジ
ン
は
収
益
性
が
高
く
庄
内
地
域
に

需
要
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
選
択
で
あ

る
。さ

ら
に
将
来
に
向
け
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の

代
わ
り
に
枝
豆
を
入
れ
た
5
作
物
4
年
輪

作
体
系
や
４
作
物
３
年
輪
作
体
系
を
検
討

中
だ
。
庄
内
で
は
枝
豆
の
生
産
量
と
消
費

気づき
中田康雄 の

量
が
多
い
が
、
生
産
現
場
で
は
連
作
障
害

に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
枝
豆
を
輪

作
に
組
み
込
む
こ
と
に
よ
り
連
作
障
害
を

回
避
し
よ
う
と
い
う
考
え
だ
。
ま
た
農
機

や
保
管
選
別
設
備
へ
の
投
資
が
必
要
な
ジ

ャ
ガ
イ
モ
栽
培
を
選
択
し
な
い
生
産
者
へ

の
代
替
案
で
も
あ
る
。
さ
ら
に
秋
小
麦
に

替
え
パ
ン
用
の
需
要
を
見
据
え
た
春
小
麦

を
組
み
込
む
こ
と
も
検
討
し
て
い
る
。

「
生
産
者
と
一
緒
に
最
適
な
形
に
し
て
い

き
た
い
」

ま
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
加
工
品
に
つ
い
て

は
、
当
初
、
輸
入
に
依
存
し
て
い
る
フ
レ

ン
チ
フ
ラ
イ
と
、
国
内
で
需
要
が
伸
び
て

い
る
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
を
検
討
し
て
き
た
。

し
か
し
、
庄
内
に
は
こ
の
よ
う
な
ジ
ャ
ガ

イ
モ
の
加
工
会
社
が
な
い
こ
と
か
ら
、
惣

菜
屋
や
ス
ー
パ
ー
、
学
校
給
食
な
ど
で
つ

く
る
惣
菜
の
原
料
と
し
て
生
産
し
て
い
く

こ
と
を
目
指
す
。

「
一
つ
ひ
と
つ
手
仕
事
で
調
理
す
る
人
と
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提
供
し
、
食
育
に
も
一
役
買
っ
た
。

佐
藤
社
長
も
19
年
か
ら
小
麦
チ
ー
ム
Ｍ

Ｄ
（
マ
ー
チ
ャ
ン
ダ
イ
ジ
ン
グ
）
の
メ
ン

バ
ー
に
加
わ
り
、
小
麦
を
１
０
０
ｔ
生
産

す
る
と
い
う
庄
内
ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー

ル
の
目
標
を
共
有
し
て
い
る
。

「
タ
ン
パ
ク
質
含
有
量
が
低
く
て
も
他
品

種
と
配
合
す
れ
ば
麺
に
は
で
き
る
が
、
タ

ン
パ
ク
質
が
10
％
以
上
に
な
れ
ば
も
っ
と

用
途
の
幅
が
広
が
る
。
よ
り
多
く
の
庄
内

産
小
麦
を
地
域
の
人
々
に
届
け
た
い
」

中
坪
助
教
に
よ
る
と
、
20
年
度
は
小
麦

の
取
り
組
み
に
注
力
す
る
と
い
う
。
小
麦

の
19
年
秋
に
は
庄
内
の
３
人
の
生
産
者
の

協
力
で
20
年
産
の
秋
小
麦
を
約
４
ha
に
作

付
け
し
た
。
山
形
県
内
の
製
粉
会
社
の
最

小
ロ
ッ
ト
の
量
を
納
入
す
る
と
い
う
条
件

を
満
た
す
た
め
、
原
麦
10
ｔ
以
上
の
収
量

を
目
指
す
。
今
後
、
小
麦
の
タ
ン
パ
ク
質

含
有
量
な
ど
の
加
工
適
性
や
、
春
小
麦
生

産
と
パ
ン
加
工
の
研
究
も
進
め
る
予
定

だ
。

置
き
換
え
ら
れ
る
」（
同
）

い
ま
か
ら
で
も
遅
く
は
な
い
。
再
エ

ネ
へ
の
転
換
は
、
こ
れ
ま
で
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
開
発
の
よ
う
な
大
規
模
化
の
道
筋

を
た
ど
る
必
要
は
な
い
。
む
し
ろ
地
産

地
消
型
の
地
域
密
着
の
小
規
模
で
行
な

う
ほ
う
が
良
い
。

再
エ
ネ
は
地
産
地
消
に
適
合
す
る

地
域
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
を
巧
み
に
と

る
に
は
、
大
規
模
な
発
電
・
蓄
電
装
置

よ
り
、地
域
の
需
要
に
見
合
っ
た
発
電
・

蓄
電
装
置
で
地
域
限
定
の
シ
ス
テ
ム
を

構
築
す
る
ほ
う
が
効
率
的
で
あ
る
。
需

給
バ
ラ
ン
ス
を
実
現
す
る
ス
マ
ー
ト
・

グ
リ
ッ
ド
も
、
地
域
限
定
な
ら
よ
り
き

め
細
か
い
最
適
解
を
導
く
は
ず
だ
。

地
産
の
再
エ
ネ
は
ス
マ
ー
ト
・ 

テ
ロ
ワ
ー
ル
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

地
域
の
生
ゴ
ミ
や
人
間
・
家
畜
の
糞

尿
を
発
酵
さ
せ
る
と
発
生
す
る
メ
タ
ン

ガ
ス
で
発
電
し
、
残
渣
を
堆
肥
と
し
て

畑
に
返
す
。
こ
の
循
環
型
の
エ
コ
シ
ス

テ
ム
は
、
ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル
が

目
指
す
地
域
限
定
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て

最
も
ふ
さ
わ
し
い
。
か
つ
て
穀
物
を
挽

き
搾
油
に
使
用
さ
れ
て
い
た
水
車
は
エ

コ
シ
ス
テ
ム
だ
。
畑
作
穀
物
の
乾
燥
、

脱
穀
、
製
粉
、
製
麺
、
製
パ
ン
な
ど
の

プ
ロ
セ
ス
を
地
域
実
装
す
る
と
き
、
現

代
の
技
術
を
活
用
し
た
地
域
限
定
の
シ

ス
テ
ム
が
水
車
に
代
わ
っ
て
地
域
の
食

品
加
工
業
を
支
え
る
に
違
い
な
い
。

地
域
の
消
費
を
支
え
、
庄
内
の
皆
さ
ん
の

期
待
に
応
え
ら
れ
る
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
生
産

と
加
工
を
目
指
し
て
い
き
た
い
」

庄
内
産
小
麦
を
使
用
し
た
麺
で 

「
酒
田
ラ
ー
メ
ン
」
の
魅
力
を
発
信

庄
内
で
は
地
元
発
祥
の
酒
田
ラ
ー
メ
ン

が
人
気
で
、
こ
だ
わ
り
の
自
家
製
麺
や
ス

ー
プ
で
提
供
す
る
店
が
多
い
。
花
鳥
風
月

も
そ
の
ひ
と
つ
だ
。

花
鳥
風
月
で
は
19
年
10
月
か
ら
11
月
に

か
け
て
の
約
１
カ
月
間
、
庄
内
産
小
麦
を

使
用
し
た
「
か
ぼ
す
と
貝
出
汁
塩
ワ
ン
タ

ン
メ
ン
」
ラ
ー
メ
ン
を
酒
田
本
店
、
鶴
岡

店
、
山
形
北
町
店
の
３
店
舗
で
約
１
０
０

０
食
販
売
し
た
。
庄
内
産
小
麦
は
、
山
形

大
学
農
学
部
の
高
坂
農
場
と
協
力
生
産
者

に
よ
る
松
ケ
岡
生
産
圃
場
で
生
産
し
た
も

の
だ
。
佐
藤
勇
太
社
長
は
、
地
元
ス
ー
パ

ー
の
ト
一
屋
で
東
北
ハ
ム
の
畜
肉
加
工
品

を
見
か
け
、
庄
内
ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー

ル
の
取
り
組
み
を
知
っ
た
。
小
麦
も
生
産

し
て
い
る
こ
と
を
知
る
と
自
社
で
庄
内
産

小
麦
粉
を
使
用
し
た
麺
づ
く
り
を
し
よ
う

と
考
え
た
と
い
う
。
ひ
と
つ
の
モ
デ
ル
が

他
の
モ
デ
ル
を
生
ん
だ
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

「
地
域
産
の
小
麦
で
麺
を
つ
く
れ
ば
、
酒

田
ラ
ー
メ
ン
の
魅
力
が
大
き
く
な
る
と
考

え
た
」

19
年
産
の
小
麦
は
、
タ
ン
パ
ク
質
含
有

量
が
麺
の
加
工
に
適
し
た
10
％
に
届
か
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
花
鳥
風
月
で
は
従
来

使
用
し
て
い
る
小
麦
粉
に
庄
内
産
小
麦
の

全
粒
粉
を
配
合
し
た
。
庄
内
産
小
麦
な
ら

で
は
の
香
り
や
苦
味
な
ど
の
風
味
を
引
き

立
て
る
よ
う
、
ス
ー
プ
は
塩
味
に
し
た
と

い
う
。
ま
た
酒
田
の
保
育
園
で
は
、「
酒

田
の
ラ
ー
メ
ン
を
考
え
る
会
」に
よ
る「
酒

田
ラ
ー
メ
ン
給
食
の
日
」
に
合
わ
せ
て
庄

内
産
小
麦
１
０
０
％
の
麺
で
ラ
ー
メ
ン
を
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花
鳥
風
月
「
か
ぼ
す
と
貝
出
汁
塩
ワ
ン
タ
ン
メ
ン
」

図１：当初の畑輪作体系の実証実験

図２：現在の畑輪作体系の実証実験

5作物
5年輪作

START
①5月播種

①10月収穫 ②5月播種

②7月すき込み

②9月播種

④4月定植

④8月収穫

④9月播種

⑤10月収穫

⑤6月播種

⑤翌年4月すき込み

飼料用
トウモロコシ

緑　肥

秋小麦

大　豆

ジャガイモ

緑　肥

③翌年7月収穫
＋休閑（緑肥）

5作物
４年輪作

START
①5月播種

①10月収穫

②6月播種

②10月収穫

③4月定植④翌年7月収穫

③9月播種

④8月播種

④積雪前に収穫

飼料用
トウモロコシ

大　豆

ジャガイモ秋小麦

根菜
赤カブ・ダイコン・
ニンジン

③8月収穫


